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令和４年度 第３回国立大学法人静岡大学長選考･監察会議議事録 

 

 

日 時 令和４年９月２８日（水）１６時５１分～１８時４６分 

場 所 事務局５階大会議室 

出席者 栗村、鈴木、鳥居、望月、笹原、田中、喜多、鳥山の各委員 

陪席者 鈴木、河島の各監事、片田事務局長、依藤総務部次長 

事務局 秋山総務課長，杉山総務課副課長 

 

議事に先立ち、議長から前回会議に陪席された鈴木委員が今回から本会議の委員

として加わることの報告があった。 

 

Ⅰ 前回議事録の確認 

令和４年度第２回学長選考・監察会議（令和４年６月 22 日開催）議事録（案）、発

言録及びまとめ（案）について、原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 現学長の１年目の業績確認について 

事務局から、資料１－１に基づき、前回会議での確認事項を追記・修正した現学

長の１年目の業績確認について（案）の説明があり、これを確認した。続いて、資

料１－２に基づき、次回会議で実施する、学長と委員との意見交換の進め方、時間

配分、意見交換内容、及び意見交換を踏まえた業績確認結果の取扱いについて、検

討を行った。種々意見交換の結果、学長と委員との意見交換は、学長からの説明時

間を含めて１時間程度とし、意見交換にあたっての学長への要望については、本日

の会議で委員から出た意見を踏まえ、事務局で文案を作成し、事前に委員の確認を

得ることとした。業績確認結果の取扱いについては、学長との意見交換の後、委員

間での意見交換を行ったうえで、各委員は各自の意見をまとめることとし、それぞ

れの意見について、さらに次回以降の会議で意見交換を行ったうえで取りまとめ学

長に提示することとした。 

 

 ２ 学長選考・監察会議の在り方について 

事務局から、前回会議での説明に関連して国立大学法人法における学長選考・監

察会議の位置付け及び学長の業績評価について、資料２－２及び資料２－３に基づ

き説明があった。 

議長から、第１回及び第２回会議において提案し承認されていた、昨年度からの

議論を踏まえた、たたき台を作成したうえで議論を深め、学長選考・監察会議の在

り方のまとめを作成していくことについては、撤回したいとの申し出があり、これ

を承認した。なお、議長から、会議の継続性のための次年度への申し送りなど、今

年度末の時点で、この会議体として何らかのまとめを作成することについて提案が

あり、意見交換を行う中で、委員から、ステークホルダーへの情報提供の必要性に
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ついて意見があり、今後は、教育研究評議会において、副議長から議事録に基づき、

本会議の報告を行うことを確認した。 

 

Ⅲ その他 

事務局から、次回会議は浜松キャンパスにて開催となるが、開催場所は未定のため、

次回会議の開催通知にてお知らせするとの説明があった。 

 

                               以上 


